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実
編

　
泉
佐
野
市
史

　
泉
佐
野
市
は
、
古
く
は
茅
淳
宮
と
衣
通
姫
の
伝
説

を
伝
え
、
　
中
世
で
は
九
条
家
の
荘
園
を
市
城
に
含

み
、
近
く
は
和
泉
南
部
に
お
け
る
商
業
酌
農
業
、
綿
、

タ
オ
ル
工
業
、
水
産
業
等
の
申
心
地
と
し
て
発
達
し

た
。
そ
れ
だ
け
に
学
問
酌
に
幾
多
の
興
味
を
抱
か
せ

る
地
方
で
あ
る
が
、
か
ね
て
よ
り
京
大
柴
田
実
教
授

を
編
集
主
任
に
、
西
村
睦
男
助
教
授
、
高
取
正
男
・
浮

田
典
良
・
脇
田
修
氏
ら
を
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
準

備
さ
れ
て
き
た
市
史
が
、
市
制
施
行
十
周
年
を
毒
念

し
て
昨
年
五
月
上
梓
さ
れ
た
。
す
で
に
こ
の
執
筆
陣

か
ら
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
書
は
学
界
の
最
高
水

準
と
、
地
方
史
研
究
の
見
事
な
結
合
の
成
果
で
あ
る
。

・
本
⊥
又
再
論
ハ
六
頁
、
玉
入
料
篇
…
一
二
二
四
頁
は
、
さ
ま
で
大

部
で
は
な
い
が
、
社
寺
の
由
緒
、
郷
土
名
家
の
馬
下
、

近
代
教
育
文
化
発
展
の
細
部
な
ど
「
誌
」
的
要
素
は

殆
ん
ど
鍾
愛
し
、
編
戸
は
「
骨
儲
的
な
概
説
に
過
ぎ
㎏

ぬ
と
謙
遜
さ
れ
る
も
の
の
、
史
料
を
博
捜
し
て
構
成

さ
れ
た
泉
佐
野
市
奥
を
、
日
本
史
の
一
環
と
し
て
位

澄
づ
け
叙
述
す
る
こ
と
で
一
貫
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
位
澱
と
醗
城
、
融
然
環
境
と
人
文
、
の
序
篇
に

は
じ
ま
り
、
本
篇
は
一
章
古
代
、
二
章
律
全
制
か
ら

荘
園
制
へ
、
三
章
中
世
、
四
章
近
世
一
幕
藩
封
建
社

会
の
成
立
i
、
五
章
封
建
社
会
の
繁
栄
、
六
章
封
建

社
会
の
動
揺
、
七
章
近
代
佐
野
の
成
立
と
発
展
、
に

構
成
さ
れ
た
篇
目
を
一
轡
す
る
だ
け
で
す
で
に
明
ら

か
で
あ
る
が
、
逐
一
の
紹
介
は
止
め
て
特
に
注
目
す

べ
き
点
の
み
を
あ
げ
れ
ば
次
の
諸
点
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
に
、
斑
俗
的
事
象
は
、
そ
れ
自
体
単
独
に
叙

述
す
る
こ
と
な
く
、
歴
史
の
流
れ
の
中
に
豊
年
づ
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
第
二
に
、
未
公
開
史
料
で
あ
る
「
慈
眼
院
旅
引
付
」

を
以
て
、
戦
国
期
の
荘
園
の
実
体
や
、
公
家
と
武
士

の
葛
藤
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
戦
国
蒔
代
は
空

前
の
欠
史
蒔
代
だ
け
に
、
読
者
を
し
て
滋
藤
せ
し
め

ず
に
は
お
か
な
い
。

　
第
三
に
、
近
世
で
は
、
最
近
の
摂
河
娘
研
究
の
成

果
を
十
分
に
ふ
ま
え
た
上
で
、
豊
富
な
史
料
を
整
理

し
、
体
系
化
が
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
と
と
も
に
、

最
近
の
近
世
史
学
界
で
む
し
ろ
冷
遇
さ
れ
て
い
る
文

化
に
つ
い
て
、
十
分
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
第
四
に
、
近
代
史
で
は
、
各
役
場
の
史
料
保
存
の

良
好
さ
と
相
ま
っ
て
、
人
口
動
態
か
ら
農
業
、
漁
業
、

綿
、
タ
オ
ル
工
業
な
ど
諸
産
業
の
発
達
に
つ
い
て
、

豊
富
な
統
計
史
料
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

等
で
あ
る
。

　
次
に
史
料
集
は
、
和
泉
監
正
税
帳
よ
り
、
闘
治
の

旧
佐
野
町
概
況
報
告
ま
で
総
数
三
三
七
点
、
日
根
文

書
、
淡
輪
文
護
な
ど
中
世
文
書
、
藤
田
家
、
新
川
家
、

古
谷
家
、
目
家
、
長
上
氏
菟
集
文
書
、
菊
家
、
山
本

家
、
里
井
家
、
平
松
蒙
、
奥
家
、
樫
井
区
共
有
文
書
な

ど
近
世
の
在
地
史
料
、
・
二
部
省
史
料
館
蔵
の
食
野
家

交
書
な
ど
を
集
録
す
る
。
た
だ
紙
数
の
都
合
か
ら
、

一
町
調
愛
が
あ
り
、
特
に
食
野
家
で
は
、
大
名
貸
関

係
史
料
が
略
さ
れ
た
の
は
惜
し
ま
れ
る
。

　
と
は
い
え
、
吉
沢
脚
結
氏
箕
後
鳥
羽
院
御
製
を
浮

か
せ
た
瀟
密
な
表
紙
見
返
し
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

執
筆
者
一
同
並
び
に
市
関
係
者
一
二
の
細
心
の
配
慮

が
、
採
録
史
料
の
校
正
の
す
み
ず
み
ま
で
加
え
ら
れ

て
い
る
。
し
か
も
本
書
は
、
郷
土
史
象
の
蓄
積
は
あ

っ
た
と
は
い
え
、
正
味
一
年
余
の
短
時
日
で
完
成
さ

れ
た
と
聞
く
。
執
筆
陣
の
豊
か
な
学
識
は
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
親
好
完
成
に
つ
く
さ
れ
た
努
力
は
敬
服
す

る
の
他
は
な
い
。
と
ま
れ
本
雷
は
、
数
多
い
地
方
史

誌
の
中
に
あ
っ
て
、
最
も
「
史
」
的
な
も
の
と
し
て

一
つ
の
典
型
を
な
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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